
いちごドリルプリント

細胞・光合成・体のしく
み 名前

問1 皮膚の感覚器官が刺激を受け取ってから、反射によって筋肉が収縮するまでの信号の伝達経路として正しいものはどれか。 （2018年 岩手県公立入試

類似）

1. 皮膚 → 感覚神経 → 脊髄 → 脳 →
筋肉

2. 皮膚 → 感覚神経 → 脊髄 →
運動神経 → 筋肉

3. 皮膚 → 感覚神経 → 脳 →
運動神経 → 筋肉

4. 皮膚 → 運動神経 → 脊髄 →
感覚神経 → 筋肉

問2 デンプンが含まれているかどうかを確認するために用いられる試薬の名前と、デンプンに反応した際の変化の組み合わせとして正しいものはど
れですか。 （2020年 福井県公立入試 類似）

1. ベネジクト液を用い、溶液が赤褐
色に変化する

2. ヨウ素液を用い、溶液が青紫色に
変化する

3. ベネジクト液を用い、溶液が青紫
色に変化する

4. ヨウ素液を用い、溶液が赤褐色に
変化する

問3 血液の成分である白血球は、体外から侵入した細菌などを分解することで、自分自身の体を守り、病気を防ぐはたらきを持っています。このよ
うな仕組みを何といいますか。 （2020年 群馬県公立入試 類似）

1. 消化 2. 呼吸 3. 免疫 4. 血液凝固

問4 ヒトの血液の成分のうち、中央がくぼんだ円盤状の形をしており、ヘモグロビンという物質を含んで全身に酸素を運ぶ役割をもつ細胞の名称と
して、最も適切なものはどれですか。 （2022年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 赤血球 2. 血漿 3. 血小板 4. 白血球

問5 ペットボトル内の上部に風船を取り付け、ボトルの底を切り取ってゴム膜を張った「呼吸モデル」の装置があります。この装置の底にあるゴム
膜を下に引いたとき、装置内部で起こる変化として正しいものはどれですか。 （2024年 秋田県公立入試 類似）

1. ボトルの内部の空間が広くなり、
風船がしぼむ

2. ボトルの内部の空間が広くなり、
風船がふくらむ

3. ボトルの内部の空間が狭くなり、
風船がふくらむ

4. ボトルの内部の空間が狭くなり、
風船がしぼむ

問6 デンプン溶液に唾液を加えた試験管と、デンプン溶液に水だけを加えた試験管を、どちらも40度の温水に一定時間浸して変化を比較する実験を
行いました。このとき、唾液の代わりに水を入れた試験管を用意する理由として、最も適切なものはどれですか。 （2024年 宮崎県公立入試 類似）

1. 試験管内の液体の量を揃えること
で、温度の上昇スピードを一定にす
るため

2. 水に含まれる不純物がデンプンと
反応しないかを確認するため

3. デンプン溶液がもともと糖に変化
しやすい性質を持っていないかを確
認するため

4. 変化が唾液の働きによるものであ
り、水や温度によるものではないこ
とを確かめるため

問7 生のパイナップルのしぼり汁を、ゼラチンを主成分とするゼリーに加えると、ゼリーが分解されて液状になります。しかし、しぼり汁を一度沸
騰するまで加熱してからゼリーに加えた場合は、ゼリーは液状にならず固まったままでした。このように、加熱によって酵素が本来のはたらき
を失う現象を何といいますか。 （2021年 長野県公立入試 類似）

1. 蒸散 2. 失活 3. 還元 4. 同化

問8 植物の葉の表皮に存在する、2つの三日月形をした細胞に囲まれた隙間の名称と、その隙間を取り囲む細胞の名称の組み合わせとして正しいもの
はどれか。 （2017年 富山県公立入試 類似）

1. 隙間：道管、細胞：孔辺細胞 2. 隙間：師管、細胞：道管 3. 隙間：気孔、細胞：孔辺細胞 4. 隙間：気孔、細胞：師管

問9 肺で取り込まれた酸素が全身の細胞へ運ばれる仕組みについて、ヘモグロビンの性質に触れた説明として正しいものを選びなさい。 （2014年

京都府公立入試 類似）

1. 二酸化炭素が多い組織で酸素と結
びつき、二酸化炭素が少ない肺の毛
細血管で酸素を離す

2. 酸素が多く含まれる肺の毛細血管
で酸素と結びつき、酸素が少ない組
織の毛細血管で酸素を離す

3. 酸素が少ない組織の毛細血管で酸
素と結びつき、酸素が多く含まれる
肺の毛細血管で酸素を離す

4. 周囲の酸素の量に関わらず常に一
定の酸素と結びついており、細胞と
の濃度差によって酸素を拡散させる

問10 10人の生徒が手をつないで輪になり、最初の人が隣の人の手をにぎり、にぎられた人はさらに隣の人の手をにぎるという方法で、刺激を順番に
伝達する実験を行った。3回実験を行い、最後の人に刺激が伝わるまでの時間を計ったところ、1回目が2.65秒、2回目が2.38秒、3回目が2.53
秒であった。3回の平均値である2.52秒をもとに計算すると、1人あたりの平均の反応時間は何秒になるか。 （2024年 山梨県公立入試 類似）

1. 0.28秒 2. 0.252秒 3. 2.268秒 4. 2.52秒

問11 ヒトの血液の成分の一つである赤血球には、酸素を運搬する働きを持つ物質が含まれています。酸素の多いところで酸素と結びつき、酸素の少
ないところで酸素を放出する性質を持つ、この物質の名称を答えなさい。 （2015年 千葉県公立入試 類似）

1. 血小板 2. ヘモグロビン 3. 白血球 4. 血漿

問12 皮膚が外界からの刺激を受けとったあと、その信号が伝わっていく仕組みについて説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2026年

秋田県公立入試 類似）

1. 皮膚が刺激を受けとり、その信号
を神経を通じて脳や脊髄へ伝える

2. 皮膚が刺激を運動神経へ直接伝え
、脳を経由せずに全身を動かす

3. 皮膚が脳からの命令を受けとり、
その刺激によって筋肉を収縮させる

4. 皮膚が中枢神経としての役割を持
ち、刺激に対して直接判断を下す

問13 デンプン溶液を入れた2本の試験管を用意し、一方には唾液を、もう一方には水を加え、40℃で数分間置きました。その後、それぞれの試験管を
ヨウ素液とベネジクト液で調べたとき、「唾液がデンプンを別の物質に変化させたこと」を正しく示す結果の組み合わせはどれですか。 （2022年

鳥取県公立入試 類似）

1. 水を加えた試験管はヨウ素液で青
紫色に変化し、唾液を加えた試験管
はベネジクト液で赤褐色に変化した

2. 水を加えた試験管はベネジクト液
で変化せず、唾液を加えた試験管も
ベネジクト液で変化しなかった

3. 水を加えた試験管はヨウ素液で青
紫色に変化し、唾液を加えた試験管
もヨウ素液で青紫色に変化した

4. 水を加えた試験管はベネジクト液
で赤褐色に変化し、唾液を加えた試
験管はヨウ素液で青紫色に変化した

問14 光合成が行われる際、植物が周囲の環境から吸収する物質と、その結果として植物の体内でつくられる物質の組み合わせとして適切なものはど
れですか。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1.
酸素を吸収し、二酸化炭素をつくる

2.
二酸化炭素を吸収し、水を放出する

3. 酸素を吸収し、デンプンをつくる 4. 二酸化炭素を吸収し、デンプンを
つくる
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

皮膚 → 感覚神経 → 脊髄 → 運動神経 → 筋肉
反射の経路では、感覚器官で受け取った信号が感覚神経を通って脊髄に入ります。その後、脳
を経由することなく、脊髄から直接、運動神経を経て筋肉へと信号が伝わります。これにより
、反応時間を大幅に短縮することができます。

問2 答え 2
ヨウ素液を用い、溶液が青紫色に変化する

デンプンという特定の炭水化物を検出するためには、ヨウ素液が使用されます。ヨウ素液その
ものはうすい茶色（黄褐色）をしていますが、デンプン分子と反応すると「ヨウ素デンプン反
応」と呼ばれる化学反応が起こり、特有の青紫色を呈します。この性質を利用することで、目
に見えないデンプンの存在を視覚的に確認することができます。

問3 答え 3
免疫

白血球が細菌などの異物をとらえて分解する殺菌作用は、体内の恒常性を維持し、病気から身
を守るための重要な防御システムです。この、自分以外の異物を排除して体を守る仕組みのこ
とを免疫と呼びます。

問4 答え 1
赤血球

血液の有形成分の中で、中央がくぼんだ円盤状の細胞は赤血球です。赤血球に含まれるヘモグ
ロビンは酸素と結びつく性質を持っており、血液の流れに乗って移動することで、肺で取り入
れた酸素を全身の細胞へと送り届ける重要な役割を担っています。

問5 答え 2
ボトルの内部の空間が広くなり、風船がふく
らむ

ゴム膜を下に引くと、ボトル内の密閉された空間の体積（広さ）が大きくなります。その結果
、ボトル内の気圧が外気圧よりも低くなり、外から風船の中に空気が流れ込んで風船がふくら
みます。これはヒトが息を吸うときの仕組みを再現しています。

問6 答え 4
変化が唾液の働きによるものであり、水や温
度によるものではないことを確かめるため

唾液を入れた試験管だけに変化が見られた場合、比較対象として水を入れた試験管（唾液以外
の条件が同じもの）にも変化がないことを示す必要があります。これにより、観察された結果
が「時間が経過したから」や「温めたから」ではなく、確実に「唾液を加えたから」であるこ
とを証明できます。

問7 答え 2
失活

酵素の主成分はタンパク質であり、加熱によってその立体構造が変化（変性）すると、触媒と
しての機能を失います。この現象を失活と呼び、一度失活した酵素は温度を下げても元のはた
らきを取り戻すことはありません。

問8 答え 3
隙間：気孔、細胞：孔辺細胞

植物の葉などの表皮には、2つの「孔辺細胞」という細胞に囲まれた「気孔」と呼ばれる小さ
な隙間が存在します。この気孔を通じて、水蒸気の放出（蒸散）や、酸素・二酸化炭素といっ
た気体の出入りが行われます。

問9 答え 2
酸素が多く含まれる肺の毛細血管で酸素と結
びつき、酸素が少ない組織の毛細血管で酸素
を離す

ヘモグロビンは周囲の酸素濃度に応じて酸素との結合しやすさが変化する性質があります。肺
胞を取り巻く毛細血管では酸素濃度が高いため、ヘモグロビンは酸素と結びついて酸素ヘモグ
ロビンとなります。これが血液の流れに乗って全身に運ばれ、細胞の呼吸によって酸素が消費
され低濃度になっている組織に到達すると、結合していた酸素を離して細胞に酸素を供給しま
す。

問1
0

答え 1
0.28秒

10人のグループで刺激を伝達する場合、刺激が伝わる回数は「1人目から2人目」から「9人目
から10人目」までの合計9回となる。1人目の人は刺激を受けて反応するのではなく、自分の
意志で動作を開始しているため、1人あたりの平均の反応時間を求めるには、全体の平均時間
である2.52秒を伝達回数の9（人数－1）で割る必要がある。計算式は 2.52 ÷ 9 ＝ 0.28
となる。

問1
1

答え 2
ヘモグロビン

赤血球に含まれるヘモグロビンは、酸素濃度の高い肺などの場所で酸素と結合し、酸素が消費
されて不足している全身の組織で酸素を切り離すことで、効率よく酸素を運搬する役割を担っ
ています。

問1
2

答え 1
皮膚が刺激を受けとり、その信号を神経を通
じて脳や脊髄へ伝える

皮膚は感覚器官としての役割を担っており、外界からの刺激を受けとると、その情報は感覚神
経を通って中枢神経（脳や脊髄）へと送られます。運動器官のように動いたり、中枢神経のよ
うに自ら判断を下したりすることはありません。

問1
3

答え 1
水を加えた試験管はヨウ素液で青紫色に変化
し、唾液を加えた試験管はベネジクト液で赤
褐色に変化した

水を加えた試験管ではデンプンがそのまま残るため、ヨウ素液に反応して青紫色になります。
一方、唾液を加えた試験管ではデンプンが分解されて糖に変化するため、ヨウ素反応は消え、
糖に反応するベネジクト液を加えて加熱すると赤褐色の沈殿が生じます。この2つの試験管の
結果を比較することで、唾液がデンプンを分解したことが証明されます。

問1
4

答え 4
二酸化炭素を吸収し、デンプンをつくる

植物は気孔から二酸化炭素を取り込み、根から吸い上げた水とともに光合成の原料として利用
します。そこで合成された物質がデンプンなどの養分であり、同時に酸素が副産物として放出
されます。酸素を吸収して二酸化炭素を出すのは呼吸のはたらきです。


